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兵庫県立尼崎病院 兵庫県立塚口病院

県立尼崎総合医療 センター

阪神間の桜花見のスポット、夙川公園
（西宮市）

病院が移転するこの機会に、
かかりつけ薬局を持ちましょう！

栄養管理部／栄養管理課長から
ニュース

新病院に向けてリレーメッセージ
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耳鼻咽喉科・
頭頸部外科

対象とする疾患

●耳疾患：真珠腫性中耳炎、慢性中耳炎、滲出性中耳
炎、耳硬化症、外リンパ瘻に対する手術治療

●幼児難聴： ABR（聴性脳幹反応）・ASSR（聴性定
常反応）・DPOAE（内耳機能検査）・行動観察によ
る聴力検査と画像検査を組み合わせた高度な
診療

●鼻疾患：副鼻腔炎、鼻中隔彎曲症、肥厚性鼻炎、ア
レルギー性鼻炎に対する後鼻神経切断術などの
手術治療

●頭頸部癌：咽頭、喉頭、甲状腺、唾液腺、鼻・副鼻腔
などの悪性腫瘍に対して手術・放射線治療・抗癌
剤治療を組み合わせた治療

●睡眠時無呼吸症候群：在宅での簡易検査、入院で
のPSG（ポリソムノグラフィー）検査を用いて診断
し、CPAP・手術・歯科装具を組み合わせた治療

●音声改善手術：声帯ポリープ、声帯麻痺などの音
声障害に対する手術治療

森田 武志
県立尼崎病院　耳鼻咽喉科科長

日本耳鼻咽喉科学会専門医・指導医
日本気管食道科学会専門医（咽喉系）

日本睡眠学会認定医
京都大学医学博士
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　新病院での名称は、頭頸部外科が加わり「耳鼻咽喉科・頭頸部外科」となります。名称の変更だけであり従来からの診
療内容に変化はありませんが、頭頸部腫瘍の診断・治療を、当科がこれまでも専門的に行ってきたことを明確にしまし
た。耳鼻咽喉科・頭頸部外科疾患全般に対応しますが、なかでも高度難聴の診断・人工内耳を含めた治療（兵庫県内に3
カ所しかない認定施設）、頭頸部がん／睡眠時無呼吸症候群の診断・治療に力を入れます。

耳鼻咽喉科疾患・頭頸部腫瘍に
対して高度な医療を提供します

後列左から：山田医師、森田（武）医師、大野呂医師、西村医師
前列左から：隈部医師（別枠）、森田（直）医師、篠原医師



整形外科

対象となる主な疾患
①加齢による変性疾患・ロコモティブシンドローム
（変形性脊椎症、変形性関節症など）
②スポーツや事故による外傷疾患（骨折、腱断裂、半
月板断裂など）

③感染性疾患（壊疽、化膿性脊椎炎、化膿性関節炎
など）

④骨・軟部腫瘍や転移性腫瘍による疾患
⑤小児の先天性疾患（先天性股関節脱臼、内反足など）
⑥骨粗鬆症
⑦慢性関節リウマチ

診療方針
①高度な専門性医療を提供するために、人工関節・
脊椎外科・肩関節外科・膝関節外科と専門分野化

②卒後10年以上のスタッフが指導医となり、しっか
りとした診療体制で質の高い診療・24時間体制
を提供

　体を支えて動かすために必要な骨・関節・靭帯・筋肉・腱・神経などを“運動器”と言います。整形外科は、“運動器”の疾患・
外傷を取り扱う専門家です。“運動器”が悪くなると大抵痛みを招き、日常生活動作に支障を来たします。従って、“運動器”
の機能を保つことが痛みなく体を動かせる質の高い人生を送ることにつながります。整形外科は、そのために、脊椎や四肢
の広範囲の疾患・外傷の診療にあたります。新病院では、３次救急を扱うようになるため、様々な緊急症例に対応します。

体を支え、動かす
「運動器」の専門家です

後列左から：谷田医師、野口医師、佐竹医師、和田山医師、中川医師
前列左から：猪坂医師、築山医師、池田医師

和田山 文一郎
県立尼崎病院　整形外科科長

日本整形外科学会専門医
日本脊椎脊髄病学会脊椎脊髄外科指導医
日本リウマチ学会専門医

三浦 寿一
県立塚口病院　整形外科科長

日本整形外科学会専門医
日本整形外科学会認定脊椎脊髄病医

日本脊椎脊髄病学会脊椎脊髄外科指導医



漢方内科

●高い専門性と熟練を要する煎じ薬による漢方治療：
もちろんエキス剤（粉薬）による治療も行っており
ます
●西洋医学と補完しあう漢方薬治療：
当科の治療との併用にて、病状が改善しておられ
る方が多数おられます

当科の特徴

対象とする疾患

関節リウマチ・SLEなどの膠原病、気管支喘息や
COPDなどの慢性呼吸器疾患、慢性腎炎から腎不全
の初期、過敏性腸症候群などの消化器疾患、子宮筋腫
や内膜症・月経関連などの婦人科疾患、整形外科疾患
一般、アトピー性皮膚炎・貨幣状湿疹など皮膚疾患、
副鼻腔炎・アレルギー性鼻炎・花粉症など耳鼻科疾
患、間質性膀胱炎など慢性尿路感染症、がんの緩和
ケアなど

武原 弘典

県立尼崎病院
漢方内科科長

日本東洋医学会専門医
日本精神神経学会専門医

精神保健指定医

　当科は、全国的にも数少ない国公立病院の漢方専門科です。診療科も年齢も問わず、多くの疾患に対し、漢方薬
がもつ三つの力「病み疲れた身体を元気にさせる力」、「身体のなかの余分なものを追い出してすっきりさせる力」、
「身体の代謝全般を整える力」によって、体調全般を改善し、一人ひとりの様々な症状に対してきめ細かく対応して
いきます。

伝統的な東洋医学理論に基づいた、
様々な疾患への治療を提供

左から：生田医師、山本医師、武原医師、松川医師、大前医師



安全安心で、満足度の高い食事サービス、チーム医療に貢献する栄養管理を目指します

兵庫県立尼崎総合医療センター
Facebook ページを開設しています。

兵庫県立尼崎総合医療センター  フェイスブック

お知らせ

▶治療に貢献する栄養管理と、心のこもった喜びある食事サービス
　新病院では、診療機能の充実に対応して、「救命救急医療の提供に伴う嚥下食の充実」、「移植（クリーン）食
の内容の向上と献立の多様化」を実施します。また、より質の高い患者サービスを提供するため、部門システ
ムには、患者個別食事管理を採用、加えて診療科別管理栄養士を整備し、他職種との連携を強化します。

▶充実した「調理デモ＆試食会」
　これまで行ってきた患者さま対象の調理師による「調
理デモ＆試食会」は、新病院では調理設備を伴った栄養
指導室（イメージ図参照）を活用し対象者を拡大、その他
特別メニューの実施、及びユニバーサル食器の導入など、
高度で良質な医療に寄与することを目指します。

▶一人一人に寄り添った栄養管理と、
   安心・安全でおいしい食事提供をめざして
　「医食同源」というように、新病院でもそれぞれの患者さまに添った栄養管理や、治療のための食事提
供は大変重要なことと考えます。NST等のチーム医療に貢献することはもとより、患者さまからのご意
見やご質問に真摯に向き合い、治療効果の高い栄養指導やおいしい治療食提供を含めた、総合的な栄
養管理を目指します。

県立尼崎病院 栄養管理部
栄養管理課長

吉原 勢津子

県立塚口病院 栄養管理部
栄養管理課長

川脇　恵

リレーメッセージ

新病院に向けて

次号は、「県立尼崎病院 情報管理部長 宮本忠司」と
　　　　「県立塚口病院 情報管理部長 片山哲夫」 からのメッセージです。

次号予告

栄養
管理部 栄養管理

課長 から

市民健康公開講座 市民すこやかセミナー

第52回すこやかセミナー第52回すこやかセミナー

セミナーのご案内

多くの方の
ご参加を！

【テーマ】歳とると気になる関節の痛み
　　　　「肩のいたみ、ひざの痛み」
　　講 師：県立尼崎病院　

整形外科　医師  猪坂直義
整形外科　医師  佐竹　剛

【日　時】平成27年5月14日（木曜日）　午後2時～3時30分
【場　所】フェスタ立花　すこやかプラザ（JR立花駅南側すぐ）  参加費：無料（予約不要）
★お問い合わせは、塚口病院 地域医療連携室 ☎ 06-6429-5321（代表）へ



兵庫県立尼崎病院

兵庫県立尼崎病院

〒660-0828 兵庫県尼崎市東大物町１丁目１番１号
TEL 06-6482-1521（代表）　FAX 06-6482-7430
http://www.amahosp.amagasaki.hyogo.jp/

兵庫県立塚口病院

兵庫県立塚口病院

〒661-0012 兵庫県尼崎市南塚口町6丁目8番17号
TEL 06-6429-5321（代表）　FAX 06-6422-7405
http://www.tsukaguchi-hospital.net/index.html

発行  兵庫県立尼崎病院　兵庫県立塚口病院
企画協力・デザイン・印刷　兵田印刷工芸株式会社

　この編集後記を書いている3月21日は、お彼岸の中日にあたる春

分の日です。昼と夜の長さが同じになり翌日からは昼の時間が長く

なります。「暑さ寒さも彼岸まで」と言われるのも、この日から本格的に春となり暖かな陽気に変わ

るからだと言われています。まだまだ肌寒い日もありますが、日を追おうごとに春の深まりを感じ心

がウキウキしています。7月の新病院開院に向けて足元をしっかり固めつつも、ウキウキと、期待と
希望を胸に職員一同一丸となって前進してまいります！　　　　　　　　　　　　　（塚口病院T）

編 集 後 記
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病院が移転するこの機会に、病院が移転するこの機会に、

かかりつけ薬局を持ちましょう！かかりつけ薬局を持ちましょう！
◆ かかりつけ薬局とは…
お住まいの近くや通勤途中でいつも利用し、今、飲んで
いる薬の相談を気軽にできる薬局です。

◆ なぜ、今、かかりつけ薬局が必要なの？
皆さんのお財布に、診察券が何枚も入っていませんか？
最近では、多くの患者さまが、複数の診療所や病院を受
診されています。そのため、医療機関では飲んでおられ
る薬の把握が難しく、日常診療において種々の問題が
起こっています。

◆ かかりつけ薬局を一つに決めておけば、いつもの薬剤師さんにて

❶複数の診療所・病院から処方されているすべてのお薬を一括
して管理
❷すべてのお薬の飲み合わせや重複をチェック
❸アレルギーや副作用を確認しながら、安全な服薬指導を受け
ることが可能
❹自分の病気のことを総合的に知ってもらえ、気軽に薬の相談
が可能

これからの高齢化社会を迎え、在宅療養を見据えた医療介護連携が押し進められています。
尼崎病院・塚口病院が移転するこの機会に、自宅の近所にかかりつけ薬局を持ちましょう。

詳細は、近くの調剤薬局でお尋ねください。




